
築港・天保山エリア 

訪れたい魅力と活気あふれるまちづくり 
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地域のにぎわいづくりや 
コミュニティ形成を促進 

 
（市民協働的手法） 

■経過と取り組み 
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① 築港・天保山にぎわいまちづくり実行委員会の取り組み 

海遊館前広場のにぎわい 

天保山まつり 平成20年度から実施（8年目） 

区役所：実行委員会事務局 
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赤レンガ倉庫横広場のにぎわい 

【成果】 

 参画メンバー拡大、事業規模が年々拡大 
○開催エリア 海遊館広場のみ⇒エリア一帯 ○実行委員会      １１団体⇒２5団体  

○ボランティア数       ２０人⇒３８０人    ○協力・協賛企業  0団体⇒61団体  

天保山まつり  

15 



〔取組内容〕 
・花飾りによる美化活動（区役所が花種を提供、地元企業等が 
            プランターを寄附、地域が花の育成） 
・ベンチ型フットライト設置（地元企業等の寄附金：33基設置） 
・船の汽笛を模した時報・植栽帯のウインターイルミネーション 等 

16 

「花の海遊ロード」（エリアのメイン通り） 

 ② 花の海遊ロード美化協議会の取り組み  
               平成２１年度から実施（7年目） 

【成果】 
 美化活動から 
  多様な「おもてなし」の活動へ 

〔メンバー〕 
・地域住民、商店会、企業（９社）、 
 行政（区・建設局・港湾局） 

区役所：実行委員会事務局 

http://www.city.osaka.lg.jp/hodoshiryo/cmsfiles/contents/0000169/169302/day.jp


■現状の課題 

課題Ⅰ：恒常的なにぎわいに至っていない 

課題Ⅱ：エリア全体のにぎわいに至っていない 

課題Ⅲ：まちの衰退と人口の減少 

○築港地域の総人口の推移 
 H7:7,726人→H22:6,621人 
                      （▲14.3%） 

 （大阪市 2.4%増 港区 ▲5.1%）  

○築港地域の0～14歳人口の推移 
 H7:991人 → H22:621人 
                       （▲37.3%） 

（大阪市 ▲12.4% 港区 ▲18.2%） 17 



赤レンガ倉庫 
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今後の取り組みの考え方 

 地域のにぎわいづくりと経済の振興（港区役所） 
     魅力の創出や情報発信を、地域・民間ベースで活動資金を 
     確保しながら持続的、自立的に推進することができる仕組 
     みづくり （「（仮称）エリア観光協会」の設立） 
 エリア魅力を活かした活力あるまちづくり（港区役所） 
 

 国際集客観光拠点の形成をめざす（経済戦略局） 
           （国内外へのプロモーション、他の観光拠点との連携など） 
 「水都大阪の玄関口」としての取り組み（経済戦略局） 
 クルーズ客船の母港化など（港湾局） 
      （「世界に向けた海の玄関口」としての取り組み） 

 戦略的な観光施策（広域行政）と連携したまちづくり 
〔基礎行政〕  

〔広域行政〕  
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（仮称）エリア観光協会の形成をめざして 

地域のにぎわいづくりに向けた運営体制（平成２７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜構成員＞ 

地域団体等：築港地域活動協議会、 

       築港・天保山にぎわいまちづくり実行委員会 

        花の海遊ロード美化協議会、大阪港振興協会 

       港まちづくり協議会大阪、天保山観光協会 

       みなアート会、 

企業：辰巳商会、大阪港振興、住友倉庫、 

    間口、中谷運輸 

集客施設等：海遊館、オリックス、クインオート、泉陽興業 

         大阪水上バス、キャプテンライン） 

行政：経済戦略局、港湾局、交通局、港区役所等 

各種団体等： 大阪商工会議所地域振興部・西支部、 

         学識経験者 
 

 

 

検討項目の提示 

企画案・事業の報告 

・自主財源確保の取り組み 
  赤レンガ倉庫横広場 
  活用事業 
 ・築港天保山魅力創造事業 
   天保山まつり、 ウィン 
   ターイルミネーション    
                など 
 ・情報発信 
  
 ・回遊性向上（サイン整備） 
     

検討体制 

事務局：港区役所 

築港天保山魅力創造検討会 築港天保山にぎわい 

まちづくり実行委員会 

実施体制 
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■課題Ⅰ・Ⅱ 恒常的・エリア全体のにぎわいづくり  

①回遊性の向上 

集客施設や魅力スポットが点在しているが、それらをつなぐ
移動手段やサインがなく回遊性が生まれていない。 

現状 

区の取り組み 

〔26年度〕    キャッチコピー・ロゴ・ガイドブックの作成            
        案内誘導計画の策定  
〔27年度〕  魅力スポットへの案内表示の設置 
〔28年度以降〕「エリア観光協会」が主体となって推進                   

国内外からの観光客の受入れ環境の整備が必要 

   課題解決に向けて 
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回遊性の向上〔26年度〕 

ガイドブック「大阪港の小さな宝島」
の作成・配布 

魅力発信のシンボル
となるキャッチ 
コピーとロゴ 

ロゴの使用例 

22 



魅力スポット間の案内表示〔大阪ミュージアム基金を活用、８ヵ所15点設置〕 

回遊性の向上 〔2７年度設置〕 
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②情報発信 

現状 

区の取り組み 

〔27年度〕   ホームページ（築港・天保山通信）、 
         フェイスブック（大阪港の小さな宝島）の開設、 
         築港天保山ファン倶楽部の発足（予定）           

〔2８年度以降〕「エリア観光協会」が主体となって推進              

国内外へアピールする強力なプロモーションと 
エリア魅力の一体的・効果的な情報発信が必要 

・国内外へのプロモーションが弱い 
・エリア内集客施設による個別の情報発信 

■課題Ⅰ・Ⅱ 恒常的・エリア全体のにぎわいづくり  

         課題解決に向けて 
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情報発信事業  

ホームページ フェイスブック 

大阪港の小さな宝島 

区政充実重点予算により委託
事業実施 

25 

http://chikuten.com/


③地域資源の観光資源化 

自然環境や歴史が育んだ豊富な地域資源（夕陽のロケーション、築
港高野山、レトロビル 等）をテーマ性・ストーリー性を持って、ア
ピールできていない 

区の取り組み 

〔毎年開催〕魅力発信（天保山まつり、まち歩き、フォーラム、学習会等）      
〔27年度～〕 
・赤レンガ倉庫横広場での民間・市民ベース活用の公募 
・天保山公園に新たな魅力スポット（坂本龍馬とお龍の新 
  婚旅行出帆の地のアピール）〔27年11月1日除幕式〕 

テーマ性・ストーリー性のあるエリアイメージの
ブランド化が必要 

■課題Ⅰ・Ⅱ 恒常的・エリア全体のにぎわいづくり  

   課題解決に向けて 

現状 

26 



築港赤レンガ倉庫 

大阪文化館・天保山 

築港高野山 

築港住吉神社 
近代建築物 天満屋ビルと商船三井ビル 

天保山公園 坂本龍馬とお龍 

中央突堤美しい夕陽 

大阪港駅 

クルーズ客船入港 

２号上屋活用予定 

天保山ハーバービレッジ 

豊富な地域資源 

海遊館 
マーケットプレース 

27 

http://www.flickr.com/photos/saiut/8400986631/


赤レンガ倉庫横広場での民間・市民ベース活用 

9月6日赤レンガでジャズライブ「ダブルクラシック」 
28 



～坂本龍馬とお龍の新婚旅行出帆の地～ 
天保山公園の新たな魅力スポット 

天保山公園 入口の陶板（既存） 
天保山のにぎわいの象徴 
江戸時代「浪花の新名所」 

高燈灯篭型 案内板 

←大阪ミュージアム基金を活用 
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課題解決に向けて〔課題Ⅲ まちの衰退 人口の減少〕  

④エリア魅力を活かした活力あるまちづくり 

人口の減少により、まちの活力が衰退 現状 

将来に向けたまちづくり計画の策定 
 ・地域住民とまちの現状や課題認識を共有 
 ・居住促進  臨港地区規制の見直し 
        観光集客ゾーンと居住生活エリアの区分 

        マンション新築促進 

   課題解決に向けて 

地域経済の振興 
     商店街の活性化 など 
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水の回廊と海をつなぐ東西軸としての安治川 

天保山 

水の回遊性⇒水都大阪との連携 

○世界に向けた海の玄関口 
  クルーズ船の寄港増 

天保山 

中之島GATE 

道頓堀 

大阪湾 

【海の舟運連携】 
（関空、USJ、大型客船、他都市、中之島GATEなど） 
 ※中之島GETEとの舟運連携は２０１８年の大阪港開港１５０周年事業をとして
めざす 

中之島 

1868年 

川口波止場を大阪
港として開港 
 

大正 

瀬戸内 
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弁天町駅周辺の状況 

市岡商業高校跡地
（平成２６年１１月に大学の
設置等を条件に入札） 

オーク２００ 
（平成２７年１２月

売却） 

交通科学博物館跡地 
（平成２６年４月閉館、ＪＲ西日本） 

土地区画整理記念事業 
（平成３３年度（仮）交流会館、
平成３１年度大阪みなと中央病院

オープン予定） 

駅前ロータリー広場 
（平成２６年３月整備） 

弁天町駅前地下道 
（エレベーター設置予定） 

車いす横断支援事業 
（地下鉄駅ホームを利用した 
 横断） 
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